
文
化
時
代
後
期
は
、
一
茶
の
全
生
涯
に
お
い
て
最
も
充
実
し
た
創
作
活
動
の

行
な
わ
れ
た
時
期
と
云
わ
れ
て
い
る
。
｜
」
公
に
は
「
七
番
日
記
」
と
い
う
前
後

九
年
間
に
亘
る
総
句
数
七
千
百
余
を
收
め
た
大
著
が
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
総
決

算
と
も
み
ら
れ
る
も
の
が
名
著
「
お
ら
が
春
」
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
こ
う
し

た
点
か
ら
も
、
私
は
別
表
（
前
稿
）
の
よ
う
に
、
こ
の
期
の
中
に
文
政
二
年
迄

目
次

一
、
ま
え
お
き

二
、
伊
藤
正
雄
氏
の
説

三
、
時
代
別
考
察
ィ
、
寛
政
時
代
ロ
、
享
和
時
代

・
ハ
、
文
化
時
代
前
期

（
以
上
前
稿
「
論
究
日
本
文
学
」
第
一
○
号
）

二
、
文
化
時
代
後
期
ホ
、
文
政
時
代

四
、
む
す
び

二
、
文
化
時
代
後
期

一
茶
の
写
声
語
に
関
す
る
考
察
（
こ
し

を
含
め
て
説
く
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

既
掲
の
通
り
、
こ
の
期
に
お
け
る
一
茶
の
写
声
語
は
、
総
句
数
八
二
八
七
句

に
対
し
て
七
五
九
句
、
そ
の
使
州
度
は
比
率
に
し
て
九
％
強
と
い
う
高
率
で
あ

る
。
こ
れ
は
既
に
見
て
来
た
よ
う
に
、
享
和
時
代
、
文
化
時
代
前
期
を
通
じ
て

平
均
五
％
で
あ
っ
た
も
の
が
、
こ
の
期
に
入
っ
て
一
躍
八
％
と
な
り
、
そ
の
後

漸
次
増
加
の
一
途
を
辿
り
、
文
化
十
三
・
四
年
の
二
％
を
ピ
ー
ク
と
し
て
以

後
や
蚤
下
降
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
を
次
期
の
文
政
三
年
か
ら
七
年
ま
で

の
五
乃
至
七
％
に
比
す
る
と
、
そ
こ
に
ど
う
し
て
も
明
確
な
一
線
を
劃
さ
ね
ば

な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

さ
て
所
謂
コ
茶
調
」
な
る
も
の
が
、
写
声
語
の
上
に
果
し
て
ど
の
よ
う
に

現
わ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。

Ｉ
、

が
さ
ノ
ー
と
綜
を
か
ぢ
る
美
人
哉

（
文
化
九
年
、
七
番
日
記
、
句
稿
消
息
「
か
さ
ノ
ー
と
」
）

｜
」
の
句
に
お
け
る
一
茶
的
な
把
握
を
解
明
す
る
た
め
に
、
次
の
三
句
を
比
較

し
て
み
よ
う
。

綜
結
ふ
片
手
に
は
さ
む
額
髪
（
芭
蕉
）

小

嶋
孝
三

一
二
一
〈

郎



。
青
梅
に
眉
あ
つ
め
た
る
美
人
哉
（
蕪
村
）

大
川
へ
颪
と
ぱ
す
る
美
人
哉
（
一
茶
）

お
ば
あ
く
び

一
茶
に
は
他
に
も
「
春
雨
に
大
欠
伸
す
る
美
人
哉
」
と
い
う
句
も
あ
る
。
こ

う
し
て
並
べ
て
み
る
と
、
三
人
三
様
の
特
色
が
頗
る
よ
く
現
わ
れ
て
い
る
。
芭

蕉
の
一
見
さ
り
げ
な
い
把
握
の
し
方
は
、
実
は
伝
統
的
な
風
雅
観
を
尊
重
す
る

い
か
に
も
理
想
派
ら
し
い
周
到
さ
が
あ
る
。
蕪
村
も
ま
た
そ
う
し
た
も
の
を
継

承
し
な
が
ら
い
か
に
も
都
会
人
ら
し
い
繊
細
鋭
敏
な
審
美
眼
を
働
か
せ
、
よ
く

美
の
狩
猟
者
た
り
得
て
い
る
。
け
れ
ど
も
一
茶
の
場
合
は
全
く
違
う
。
彼
に
あ

る
も
の
は
、
そ
う
し
た
理
想
派
的
杼
惰
性
や
浪
漫
派
的
唯
美
性
の
入
り
込
註
余

、
、

地
な
ど
全
然
な
い
、
極
め
て
現
実
的
な
把
握
で
あ
る
。
前
二
者
に
み
る
き
め
の

、
、
、
、

細
か
さ
な
ど
何
処
に
も
見
当
ら
ず
、
野
暮
で
荒
け
ず
り
で
あ
る
。
風
と
美
人
、

こ
の
不
調
和
な
も
の
の
対
置
に
よ
る
滑
稽
感
、
そ
れ
は
美
な
る
も
の
・
高
雅
な

も
の
・
彼
に
優
越
す
る
一
切
の
も
の
’
す
。
〈
て
そ
う
し
た
彼
の
手
に
と
ど
か

ぬ
対
象
に
現
実
的
評
価
を
行
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
こ
に
は
彼
の

抑
圧
さ
れ
た
感
情
の
解
放
が
あ
り
、
自
慰
的
自
己
満
足
が
あ
る
と
云
え
よ
う
。

こ
れ
を
「
悪
趣
味
」
と
か
「
俗
悪
」
と
評
し
去
る
こ
と
も
出
来
よ
う
。
し
か

し
、
一
切
の
都
合
的
な
頽
廃
美
に
敢
然
と
し
て
挑
戦
し
た
一
茶
の
現
実
主
義
を

ど
う
し
て
も
無
視
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
筈
で
あ
る
。
前
記
「
が
さ
ノ
ー
と
」

の
句
に
み
る
一
茶
の
個
性
が
俗
語
「
が
さ
ｊ
ｉ
Ｉ
」
と
不
可
分
の
も
の
で
あ
る
こ

と
は
、
そ
れ
を
抜
き
に
し
て
こ
の
句
の
持
味
を
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
に
よ
っ
て

も
容
易
に
知
り
得
よ
う
。

さ
て
こ
の
期
に
お
け
る
写
声
語
を
次
の
よ
う
な
観
点
か
ら
考
察
し
て
み
る
。

一
、
語
彙
の
形
態
的
分
類
と
用
語
の
種
類

二
、
作
風
（
個
性
）
と
の
関
連

一
、
に
つ
い
て
は
、
そ
の
前
代
と
の
比
較
に
よ
っ
て
、
果
し
て
ど
の
程
度
の
発

展
が
み
ら
れ
る
か
、
と
い
う
点
を
検
討
し
、
二
、
に
つ
い
て
は
所
謂
コ
茶
調
」
と

写
声
語
と
が
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
く
か
と
い
う
点
を
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。

先
ず
一
、
で
あ
る
が
、
文
化
時
代
前
期
に
見
ら
れ
た
写
声
語
の
主
な
る
形
態

は
畳
語
と
促
一
音
型
に
限
ら
れ
て
い
た
訳
で
あ
る
が
、
こ
の
期
に
入
る
と
畳
語
は

音
節
反
復
型
だ
け
で
な
し
に
一
音
節
交
替
型
も
み
ら
れ
、
促
音
型
の
外
に
特
に
擬

音
型
に
数
多
く
の
秀
句
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
「
シ
ャ
ァ
ノ
ー
」
「
・
ヘ
チ
ャ
ク
チ

ャ
」
「
ち
よ
い
と
」
等
、
鋤
音
を
含
ん
だ
も
の
が
か
な
り
頻
用
さ
れ
て
い
る
。

用
語
の
種
類
に
つ
い
て
み
る
と
、
方
言
俗
語
は
も
と
よ
り
漢
語
も
自
在
に
用
い

ら
れ
、
観
念
語
の
象
徴
的
用
法
等
も
み
ら
れ
る
。
品
詞
別
に
み
て
も
副
詞
の
み

な
ら
ず
名
詞
・
動
詞
・
形
容
詞
・
形
容
動
詞
等
多
彩
を
極
め
て
い
る
。

１
、
畳
語
（
音
節
反
復
型
）

こ
の
種
の
形
態
は
依
然
と
し
て
最
も
数
多
く
用
い
ら
れ
て
は
い
る
。
が
、
こ

一
」
で
は
前
代
ま
で
に
み
ら
れ
た
比
較
的
単
純
な
形
態
の
も
の
か
ら
複
雑
な
も
の

へ
、
ま
た
稚
拙
な
用
語
が
漸
く
影
を
ひ
そ
め
て
い
る
。
、

α
、
二
音
節
反
復
型

１
、
春
の
日
の
つ
る
／
～
造
る
樒
か
な
（
文
化
七
年
、
七
番
日
記
）

‐
Ｉ
、
、
、

２
、
雪
と
け
て
く
り
ｊ
‐
～
し
た
る
月
夜
哉
（
〃
〃
）

、

３
、
ゆ
き
ノ
ー
と
春
が
行
ぞ
よ
野
ぺ
の
川
（
″
八
年
、
我
春
集
）

４
、
ほ
ち
ノ
ー
と
雪
に
く
る
ま
る
在
所
哉
（
〃
九
年
、
句
稿
消
息
、

発
句
集
「
ほ
ち
や
／
ｉ
」
）

５
、
朝
晴
に
ば
ち
ノ
ー
炭
の
き
げ
ん
哉
（
″
十
年
、
七
番
日
記
）

‐
Ｉ
Ｉ
１
ｌ
Ｉ
Ｉ
－
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
Ｉ
‐
ｌ
ｒ
、
、

６
、
ち
ま
人
‐
～
と
し
た
海
も
ち
ぬ
石
蕗
の
花
（
〃
十
一
年
、
〃
）

７
、
わ
か
草
に
ど
た
Ｊ
１
馬
の
灸
か
な
（
〃
、
〃
）

８
、
つ
い
ノ
ー
と
か
ら
身
で
さ
ハ
ぐ
蜻
蛉
哉
（
〃
十
三
年
、
〃
）

三
七



９
、
霜
が
れ
ニ
と
ろ
／
１
セ
イ
ビ
参
り
哉
（
〃
〃
）

、
、
ざ
ぶ
ノ
ー
と
白
壁
洗
ふ
わ
か
葉
哉
（
〃
十
五
年
、
〃
）

、
、
蚊
の
声
に
馴
て
す
や
ノ
ー
寝
る
子
哉
（
文
政
二
年
、
八
番
日
記
）

哩
、
白
山
の
雪
き
ら
’
、
１
と
暑
か
な
（
〃
、
〃
）

週
、
子
宝
が
き
隼
ら
Ｊ
１
笑
ふ
栂
火
哉
（
〃
、
お
ら
が
春
）

し
き
び

１
，
は
春
日
を
浴
び
た
樒
の
葉
の
み
ず
み
ず
し
い
緑
の
光
沢
。
そ
よ
風
に
揺

れ
て
い
る
感
じ
。
２
，
は
雪
ど
け
で
洗
い
淨
め
ら
れ
た
よ
う
な
月
光
。
独
特
の

！
‐
１
１
‐
’
’
１
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
１
１
Ｉ
ｌ
１
、
、

描
写
。
３
、
「
行
く
春
や
ほ
う
ノ
ー
と
し
て
蓬
原
」
（
子
規
）
と
好
対
照
。

４
、
「
発
句
集
」
の
「
ほ
ち
や
ノ
ー
１
」
の
方
が
よ
い
・
丸
味
．
ふ
く
ら
み
・
や

、
、
、
、

わ
ら
か
味
の
あ
る
感
じ
。
「
雪
に
く
る
ま
る
」
と
い
う
表
現
と
見
事
に
適
合
し

て
い
る
。
５
、
待
望
の
朝
晴
れ
。
擬
音
が
直
蔵
的
で
作
者
の
気
分
ま
で
感
じ
さ

つ
わ
、
、
、
、

せ
る
。
６
，
は
石
蕗
の
花
に
た
ま
っ
た
ち
ん
ま
り
と
し
た
露
の
玉
。
７
、
擬
音

に
馬
小
屋
の
気
分
が
出
て
い
る
。
９
、
「
ざ
ぶ
」
「
ざ
ぶ
り
」
「
ざ
ん
ぶ
り
」

等
い
ず
れ
も
一
茶
の
好
ん
で
用
い
た
も
の
。
大
胆
不
敵
な
描
写
。

６
、
三
音
節
反
復
型

１
，
１
１
１
‐
‐
１
１
１
，
‐
‐
‐
１
１
１
‐
ｌ
‐
１
１
１
１
‐
、

１
、
雪
と
け
る
ノ
、
と
鳩
の
鳴
木
か
な
（
文
化
七
年
、
七
番
日
記
）

‐
：
‐
‐
１
１
１
１
１
‐
‐
‐
‐
‘
，
，
‐
‐
、

２
、
下
駄
か
ら
り
〃
！
‘
と
夜
永
の
や
つ
ら
哉
（
〃
十
年
、
句
稿
消
息
）

３
，
大
螢
ゆ
ら
り
ノ
ー
と
通
り
け
り

（
文
政
二
年
、
お
ら
が
春
、

八
番
日
記
「
よ
ろ
り
ノ
ー
」
）

４
、
卯
の
花
も
ほ
ろ
り
Ｊ
１
や
蟇
の
塚
（
〃
、
お
ら
が
春
）

５
、
一
つ
蚊
の
だ
ま
っ
て
し
く
り
ノ
ー
か
な
（
〃
、
〃
）

６
、
三
つ
子
さ
い
か
り
畠
ノ
〃
、
や
年
の
豆
（
〃
、
八
番
日
記
）

１
，
は
鳴
き
声
の
仮
借
法
。
２
，
は
擬
音
を
効
か
せ
て
い
る
。
「
や
つ
ら
」

は
椋
鳥
一
茶
の
悪
態
癖
。
３
、
い
か
に
も
「
大
螢
」
ら
し
い
悠
揚
せ
ま
ら
ぬ
様

２
、
音
節
交
替
型

こ
れ
は
畳
語
に
最
も
近
い
も
の
で
は
あ
る
が
、
形
態
的
に
は
畳
語
よ
り
も
複

雑
な
も
の
と
云
え
よ
う
。

わ
や
く
や
と
霊
を
佗
る
雀
哉
（
文
化
七
年
、
七
番
日
記
）

乙
烏
や
里
の
ぱ
く
ち
も
ぺ
ち
や
く
ち
や
と
（
〃
九
年
、
株
番
）

行
と
し
や
何
を
い
ぢ
む
ぢ
夕
千
鳥
（
〃
十
年
、
七
番
日
記
）

三
入

子
が
こ
の
擬
態
語
と
結
句
に
生
か
さ
れ
て
い
る
。
６
，
は
擬
音
に
歯
の
な
い
作

者
の
切
歯
拒
腕
の
情
が
こ
も
っ
て
い
る
。

ま
た
、
次
の
よ
う
な
句
は
、
型
に
は
ま
っ
た
畳
語
に
満
足
せ
ず
、
擬
音
に
よ

る
写
実
を
期
し
て
い
る
。

鳶
ヒ
ョ
ロ
ヒ
員
ヨ
ロ
神
の
御
立
げ
な

（
文
化
十
二
年
、
七
番
日
記
、
発
句
集
「
ひ
よ
る
ろ
」
）

今
日
は
神
無
月
朔
日
だ
。
鎭
守
の
神
様
も
そ
ろ
そ
ろ
「
御
立
げ
な
」
・
鳶
ま

で
が
お
見
送
り
の
笛
を
吹
い
と
る
ぞ
。
蒼
空
に
大
き
な
孤
を
描
き
な
が
ら
愁
々

と
飛
翔
す
る
鳶
が
そ
の
鳴
き
声
だ
け
で
見
事
に
描
か
れ
て
い
る
・

む
ま
さ
う
な
雪
が
ふ
う
は
り
ふ
は
り
哉
（
文
化
十
年
、
七
番
日
記
）

に
も
単
な
る
「
ふ
は
り
Ｊ
１
」
を
避
け
て
お
り
、
次
代
に
は
四
音
節
反
復
の

う
ま
さ
う
な
雪
や
ふ
ふ
は
り
ノ
ー
と

（
文
政
七
年
、
賄
斎
筆
記
）

が
見
ら
れ
、
更
に
は

む
ま
さ
う
な
雪
が
ふ
う
は
り
／
～
と
（
文
政
十
二
年
刊
、
一
茶
発
句
集
）

へ
と
推
移
し
た
跡
が
見
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、
一
茶
が
一
句
の
趣
向
を
変
更

す
る
↑
」
と
な
く
、
表
現
に
苦
心
し
て
、
推
敲
に
推
敲
を
重
ね
た
こ
と
は
、
そ
の

数
多
く
の
遺
稿
に
徴
し
て
明
白
で
あ
る
。



〃
、
ロ
音
節
・
促
音
〕
＋
と
（
サ
ッ
ト
型
）

１
、
寝
莚
に
さ
っ
と
時
雨
の
明
り
哉
（
文
化
七
年
、
七
番
日
記
）

２
、
人
声
に
ほ
っ
と
し
た
や
ら
夕
桜
（
〃
十
一
年
、
〃
）

３
、
し
な
の
ぢ
や
そ
ば
の
白
さ
も
ぞ
っ
と
す
る
（
〃
十
四
年
、
〃
）

こ
れ
ら
の
語
そ
の
も
の
は
さ
し
て
珍
ら
し
く
な
い
。
し
か
し
、
右
の
諸
句
の

用
語
は
頗
る
適
確
で
あ
る
。
俳
句
に
お
け
る
写
声
語
の
効
用
を
よ
く
心
得
て
い

る
。
１
，
は
一
語
よ
く
刹
那
の
照
明
を
与
え
、
２
，
は
夕
桜
の
風
情
を
よ
く
擬

人
化
し
、
３
，
は
作
者
の
内
面
的
な
苦
悩
を
よ
く
表
明
し
得
て
い
る
。

ま
た
、
↑
」
の
促
音
を
畳
語
化
し
た
も
の
に
、

山
霧
の
さ
っ
さ
と
抜
け
る
座
敷
哉
（
文
化
十
年
、
七
番
日
記
）

昼
顔
や
ぽ
っ
ぽ
と
燃
る
石
こ
ろ
へ
（
文
政
二
年
、
お
ら
が
春
）

な
ど
が
あ
る
。
浅
間
山
や
そ
の
麓
を
通
る
中
仙
道
の
往
還
は
、
一
茶
に
と
っ

て
は
最
も
通
い
な
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
だ
け
に
こ
の
よ
う
な
情
景
も

わ
や
く
や
ハ
若
い
同
士
か
販
鳫
（
文
化
十
一
年
、
七
番
日
記
、
句
稿
消
息
）

の
ら
く
ら
も
御
代
の
け
し
き
ぞ
更
衣
（
〃
十
四
年
、
七
番
日
記
）

ム
チ
ャ
ク
チ
ャ
や
あ
は
れ
こ
と
し
も
暮
の
鐘
（
〃
十
五
年
、
〃
）

蚊
も
ち
ら
り
ほ
ら
り
是
か
ら
老
が
世
ぞ

（
文
政
二
年
、
八
番
日
記
、
お
ら
が
春
「
蚊
が
」
）

句
と
し
て
見
る
べ
き
も
の
は
第
一
句
ぐ
ら
い
な
も
の
。
「
わ
や
く
や
と
」
は

霞
に
と
ま
ど
い
騒
ぐ
雀
の
群
の
描
写
。

よ
く
掴
み
得
た
の
で
あ
ろ
う
。

３
、
促
音
型

６
、
ロ
音
節
・
促
音
・
一
音
節
］
り
延
長
幸
と
）
（
ア
ッ
サ
リ
型
）

１
、
親
竹
の
げ
っ
く
り
痩
せ
て
立
に
け
り
（
文
化
六
年
句
日
記
）

２
、
あ
っ
さ
り
と
春
は
来
に
け
り
浅
黄
空

（
文
化
九
年
、
株
番
、
十
一
年
、
七
番
日
記
）

３
、
陽
炎
に
ば
っ
か
り
口
を
鯏
哉
（
文
化
九
年
、
七
番
日
記
）

４
、
い
つ
ぽ
り
と
立
や
夜
寒
の
大
入
道
（
〃
十
二
年
、
〃
）

５
、
さ
ぼ
て
ん
の
の
っ
。
へ
り
良
く
な
る
日
哉
（
十
三
年
、
〃
）

６
、
湯
上
り
の
尻
に
ぺ
っ
た
り
菖
蒲
哉
（
〃
、
〃
）

７
、
ぺ
っ
た
り
と
人
の
な
る
木
や
宮
角
力
（
〃
十
四
年
、
〃
）

８
、
我
や
う
に
ど
っ
さ
り
寝
た
よ
菊
の
花
（
文
政
二
年
、
お
ら
が
春
）

い
ず
れ
も
即
興
的
な
写
生
句
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
語
そ
の
も
の
に
は
一
茶
の

個
性
は
見
ら
れ
ぬ
。
２
，
は
歳
旦
吟
。
二
つ
の
「
さ
」
音
の
奏
で
る
音
感
は
軽

く
明
る
く
爽
や
か
で
あ
る
。
春
を
迎
え
て
得
意
然
た
る
一
茶
。
３
、
干
潮
で
大

き
く
口
を
あ
け
た
あ
さ
り
貝
。
４
、
「
次
の
間
の
灯
秀
膳
に
つ
く
」
孤
独
な
旅

人
一
茶
。
０
５
，
６
，
７
、
即
興
。
８
，
は
主
観
的
描
写
。

Ｃ
、
〔
勘
／
促
音
〕
＋
と
（
チ
ョ
ッ
ト
型
）

湖
を
ち
ょ
っ
と
遊
し
い
な
ご
哉
．
（
文
化
十
四
年
、
七
番
日
記
）

芒
か
ら
に
よ
っ
と
出
た
る
坊
主
哉
（
〃
、
〃
）

そ
の
鋭
い
観
察
眼
は
、
対
象
を
間
髪
を
入
れ
ず
活
写
し
て
い
る
・
後
者
は

「
入
道
の
よ
ゞ
と
ま
い
り
ぬ
納
豆
汁
」
（
蕪
村
）
と
好
対
照
。
蕪
村
の
用
語

「
よ
畳
と
」
は
す
ぐ
れ
た
実
感
描
写
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
「
源
氏
」
や
「
徒

然
草
」
等
に
用
例
の
あ
る
レ
ッ
キ
と
し
た
古
典
語
、
そ
れ
に
ひ
き
か
え
一
茶
の

「
に
よ
っ
と
」
は
俗
語
。

一

一

一

九



４
、
携
音
型

１
吋
、

げ
ろ
り
く
わ
ん
と
し
て
雁
と
柳
哉

○

（
文
化
八
年
、
七
番
日
記
、
我
春
集
「
鳫
と
」
、
発
句
集
「
鴉
と
」
）

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
、

花
の
月
の
と
ち
ん
ぷ
ん
か
ん
の
う
き
世
哉
（
文
化
八
年
、
七
番
日
記
）

し
、

き
り
／
Ｉ
し
ゃ
ん
と
し
て
さ
く
桔
梗
哉
（
〃
、
〃
）

１
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
、
、

じ
や
Ｊ
１
馬
の
つ
く
ね
ん
と
し
て
霞
む
也
（
〃
九
年
、
〃
）

！
、

つ
る
べ
竿
き
よ
ん
と
し
て
あ
る
わ
か
葉
哉
（
〃
、
句
稿
消
息
）

、
、

留
守
札
の
へ
げ
な
ん
と
し
て
ち
る
木
葉
（
〃
十
年
、
七
番
日
記
）

鳧
や
の
ほ
公
ん
所
か
と
し
の
暮
（
〃
、
〃
）

と
、
、

稲
妻
や
う
っ
か
り
ひ
よ
ん
と
し
た
貌
へ
（
〃
十
一
年
、
〃
）

１
‐
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
、
、
、
、

草
蔭
に
つ
ん
と
し
て
ゐ
る
蛙
か
な
（
〃
、
句
稿
消
息
）

蕗
の
葉
に
ぼ
ん
と
穴
明
く
暑
哉
（
〃
十
二
年
、
七
番
日
記
）

Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
８
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
、

た
の
も
し
や
て
ん
つ
る
て
ん
の
初
袷
（
〃
十
三
年
、
〃
）

女
郎
花
あ
っ
け
ら
こ
ん
と
立
り
け
り

（
″
〃
発
句
集
「
あ
っ
け
ら
か
ん
と
」
）

大
寺
や
主
な
し
火
鉢
く
わ
ん
ノ
ー
と

（
文
化
十
三
年
、
七
番
日
記
）

こ
の
種
の
形
態
は
い
ず
れ
も
そ
の
口
調
が
流
暢
軽
快
で
あ
る
↑
」
と
は
、
こ
う

し
て
並
ぺ
て
み
れ
ば
最
も
よ
く
理
解
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
所
謂
コ
茶
調
」
と

し
て
人
口
に
膳
笑
し
て
い
る
も
の
が
、
右
の
「
つ
ん
と
」
「
ぽ
ん
と
」
「
く
わ

ん
ノ
ー
と
」
を
除
い
た
他
の
写
生
語
に
よ
く
現
わ
れ
て
い
る
。
正
に
↑
」
の
辺
り

が
一
茶
の
独
檀
場
で
あ
り
、
古
今
独
歩
の
境
地
と
も
云
え
よ
う
。
「
け
ろ
り
く

わ
ん
」
は
ケ
ロ
ッ
と
し
て
い
る
さ
ま
。
無
関
心
な
状
態
。
「
き
り
ｊ
１
１
し
や

ん
」
は
キ
リ
リ
と
ひ
き
し
ま
っ
た
よ
う
な
感
じ
。
「
あ
っ
け
ら
こ
ん
」
は
ポ
カ

四
○

ン
と
口
を
開
け
て
い
る
さ
ま
。
と
こ
ろ
で
こ
れ
ら
の
語
は
一
茶
の
新
造
語
で
は

な
い
。
例
え
ば
「
う
っ
か
り
ひ
よ
ん
」
は
芭
蕉
の
初
期
宗
房
時
代
の
作
に
「
夕

顔
に
み
と
る
ゞ
や
身
も
う
か
り
ひ
よ
ん
」
が
あ
る
。
叉
、
川
柳
に
も
、

た
れ
る
う
ち
ご
せ
大
道
に
あ
け
ら
こ
ん

（
柳
多
留
、
十
八
篇
、
天
明
三
年
刊
）

お
い
ら
ん
か
名
ウ
代
き
り
出
し
や
ん
と
採
る

（
〃
、
二
十
四
篇
、
寛
政
三
年
刊
）

な
ど
が
あ
る
。
一
茶
の
用
語
で
川
柳
と
共
通
す
る
も
の
は
多
い
が
、
次
に
そ

の
主
な
も
の
を
あ
げ
て
お
く
。

入
髪
て
い
け
し
や
あ
／
Ｉ
と
中
の
丁
（
柳
多
留
、
初
篇
、
明
和
二
年
刊
）

‐
１
１
１
１
‐
，
‐
ｌ
‐
‐
‐
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
‐
、

寒
念
仏
み
り
ゞ
ノ
、
と
あ
る
く
な
り
（
〃
、
〃
、
〃
）

細
見
て
見
て
ハ
く
ち
や
く
ち
や
し
や
ぺ
る
也

（
〃
、
十
二
篇
、
安
永
六
年
刊
）

‐
Ｉ
‐
‐
ｌ
ｉ
ｌ
ｌ
ｉ
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
１
１
１
、

太
刀
を
ぐ
わ
ら
り
と
な
げ
捨
て
か
し
わ
餅（

〃
、
十
三
篇
、
安
永
七
年
刊
）

へ
ん
な
事
始
皇
ち
ん
ふ
ん
か
ん
き
ら
い

（
〃
、
十
八
篇
、
天
明
三
年
刊
）

赤
子
の
あ
し
を
ゑ
い
や
っ
と
た
づ
ね
出
し（

〃
二
十
三
篇
、
寛
政
元
年
刊
）

化
粧
の
間
不
時
に
明
ル
と
も
蚤
ん
ぐ
わ
あ（

″
、
″
、
〃
）

注
「
も
畠
ん
ぐ
わ
あ
」
は
ム
サ
畳
ビ
の
方
言
と
云
わ
れ
て
い
る
が
、
人
を
急

に
驚
ろ
か
す
時
の
言
葉
と
し
て
右
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

「
お
ら
が
春
」
に
、



１
、
三
日
月
や
ふ
ハ
リ
と
梅
に
鶯
が
（
文
化
八
年
、
七
番
日
記
）

２
、
山
吹
に
ぶ
ら
り
と
牛
の
ふ
ぐ
り
哉
（
〃
九
年
、
〃
）

３
、
夕
立
や
け
ろ
り
と
立
し
女
郎
花
（
〃
、
株
書
）

４
、
凧
上
て
ゆ
る
り
と
し
た
る
小
村
哉

（
〃
十
一
年
、
七
番
日
記
、
句
稿
消
息
）

５
、
茶
屋
の
灯
の
げ
そ
り
と
暑
へ
り
一
一
け
り

（
〃
十
三
年
、
七
番
日
記
、
）

６
、
大
根
引
拍
子
一
一
こ
ろ
り
小
僧
か
な

（
文
政
二
年
、
八
番
日
記
、
お
ら
が
春
、
し
だ
ら
）

１
、
の
「
ふ
ハ
リ
と
」
に
は
動
き
が
あ
り
、
「
が
」
で
言
い
さ
し
た
の
も
巧

み
。
２
，
は
対
照
の
滑
稽
味
。
４
，
は
い
か
に
も
の
ん
び
り
し
た
村
の
正
月
風

景
。
６
，
は
川
柳
調
。
「
ふ
ハ
リ
．
こ
」
「
げ
そ
り
と
」
を
除
け
ば
、
い
ず
れ
も

口
音
節
・
ラ
行
音
〕
リ
延
長
型
。
他
に
も
「
ほ
ろ
り
」
「
さ
ら
り
」
「
ぱ
ら

り
」
「
に
よ
ろ
り
」
等
そ
の
用
例
は
頗
る
多
い
。

ｌ
、
、
Ｏ
、
、

閨
の
蚊
の
ぶ
ん
と
ば
か
り
に
焼
れ
け
り

（
文
政
二
年
）

と
い
う
の
が
あ
る
。
そ
れ
を
、

、
、
、
、
、
、

閑
の
蚊
の
は
つ
出
の
声
を
焼
れ
け
り
（
〃
二
年
、
八
番
日
記
）

と
比
較
す
る
と
、
や
は
り
一
茶
の
本
頒
は
写
声
語
と
共
に
発
揮
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
よ
く
解
る
。

６
、
観
念
語
の
象
徴
的
用
法

５
、
〔
二
音
節
〕
リ
延
長
十
（
と
）
（
ふ
ハ
リ
と
型
）

７
、
漢
語
の
俗
語
化

‐
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
、
、

１
、
い
う
ぜ
ん
と
し
て
山
を
見
る
蛙
哉
（
文
化
十
年
、
七
番
日
記
、
句
稿
消

息
、
浅
黄
空
、
し
だ
ら
、
お
ら
が
春
「
ゆ
う
ぜ
ん
と
し
て
」
）

？
、

２
，
大
凧
の
り
ん
と
し
て
あ
る
日
暮
哉
（
〃
十
一
年
、
七
番
日
記
）

口
、
、

３
、
下
戸
村
や
し
ん
か
ん
と
し
て
梅
の
花

（
〃
、
七
番
日
記
、
句
稿
消
息
）

４
、
リ
ン
ノ
ー
ー
と
凧
上
り
け
り
青
田
原
（
〃
十
三
年
、
七
番
日
記
）

ｌ
、
「
悠
然
と
し
て
南
山
を
見
る
」
詩
仙
な
ら
ぬ
畦
。
２
，
３
，
４
，
は
寒

村
小
景
。
「
凛
と
」
「
森
閑
と
」
と
い
う
よ
う
に
表
記
し
な
い
と
こ
ろ
に
一
茶

的
な
セ
ン
ス
が
あ
る
。
た
ま
た
ま
漢
字
を
使
っ
た
も
の
で
は
次
の
よ
う
な
滑
稽

調
で
あ
る
。

Ｉ
、
、
、
、

溪
の
梅
忽
然
と
咲
き
給
ひ
け
り

（
文
化
十
一
年
、
七
番
日
記
）

そ
の
他
古
語
に
し
て
も
例
え
ば
由
緒
正
し
い
歌
語
「
ほ
の
ぼ
の
」
を
次
の

よ
う
に
用
い
て
い
る
。

蚊
声
や
ほ
の
人
～
明
し
浅
間
山
（
文
化
六
年
句
日
記
）

、
、

ほ
の
，
八
・
ｌ
と
し
て
乞
食
の
小
菜
も
咲
き
に
け
り
（
〃
九
年
、
七
番
日
記
）

１
１
１
，

１
、
枯
れ
人
、
の
野
辺
に
恋
す
る
急
哉
（
文
化
七
年
、
七
番
日
記
）

２
、
花
げ
し
の
ふ
は
つ
く
や
う
な
前
歯
哉
（
〃
九
年
、
〃
）

３
、
づ
う
Ｊ
１
し
螢
の
上
の
蛙
哉
（
〃
、
〃
）

か

１
、
「
か
れ
が
れ
」
は
「
離
れ
人
Ｉ
」
の
義
に
か
け
て
中
古
か
ら
使
わ
れ
て

い
る
。
つ
る
む
急
を
「
恋
す
る
」
と
い
っ
た
の
も
面
白
い
。
２
，
３
，
は
俗
語

の
動
詞
や
形
容
詞
の
語
感
を
効
果
的
に
使
っ
て
い
る
。

〃
九
年
、
七
番
日
記
）

四
一



司

ほ
の
人
、
と
明
石
の
浦
の
海
鼠
哉
（
〃
十
一
年
、
七
番
日
記
）

六
年
の
作
は
至
極
真
面
目
な
句
で
未
だ
一
茶
調
と
は
云
え
な
い
が
、
後
の
二

作
で
漸
次
一
茶
調
は
深
ま
っ
て
い
る
。

以
上
で
第
一
の
点
に
つ
い
て
の
考
察
を
一
応
終
え
る
こ
と
に
し
て
、
第
二
の

点
即
ち
一
茶
の
作
風
と
の
関
連
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

１
、
作
者
の
主
観
叉
は
感
情
を
強
く
反
映
し
て
い
る
６
の

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
‐
‐
、

雪
と
け
る
ノ
ー
と
鳩
の
鳴
木
か
な
（
文
化
七
年
、
七
番
日
記
）

雁
鴨
の
ヅ
ウ
ノ
ー
し
さ
よ
門
柳
（
〃
八
年
、
〃
）

乙
烏
や
里
の
ぱ
く
ち
を
ぺ
ち
や
く
ち
や
と
（
〃
九
年
、
株
番
）

Ｉ
、

留
守
札
の
へ
げ
な
ん
と
し
て
ち
る
木
葉
（
〃
十
年
、
七
番
日
記
）

朝
晴
に
ば
ち
ノ
、
炭
の
き
げ
ん
哉

（
〃
〃
、
七
番
日
記
、
句
稿
消
息
）

鳧
や
の
ほ
ゞ
ん
所
か
と
し
の
暮

（
〃
〃
、
七
番
日
記
、
句
稿
消
息
「
鳧
よ
」
）

淵
日
銭
が
ら
つ
く
旅
の
夜
寒
哉
（
文
化
十
三
年
、
七
番
日
記
）

し
な
の
ぢ
や
そ
ば
の
白
さ
も
ぞ
っ
と
す
る
（
〃
十
四
年
、
〃
）

我
や
う
に
ど
っ
さ
り
寝
た
よ
菊
の
花
（
文
政
二
年
、
お
ら
が
春
）

２
、
人
間
臭
を
帯
び
た
も
の

夕
立
や
け
ろ
り
と
立
し
女
郎
花

ち
ょ
ん
ぼ
り
と
不
二
の
小
脇
の
柳
か
な

ま
め
な
尻
つ
い
と
並
る
乙
鳥
哉

人
声
に
ほ
っ
と
し
た
や
ら
夕
桜

（
文
化
九
年
、

（
〃
十
一
年
、

（
″
″
、

（
″
″
、

株
番
）

七
番
日
記
）

″
）

″
）

白
露
に
ざ
ぶ
と
ふ
ミ
込
烏
哉
（
文
化
八
年
、
七
番
日
記
）

三
日
月
や
ふ
ハ
リ
と
梅
に
鴬
が
（
〃
〃
、
我
春
集
）

山
吹
に
ぶ
ら
り
と
牛
の
ふ
ぐ
り
哉
（
〃
九
年
、
七
番
日
記
）

寝
た
犬
に
ふ
は
と
か
ぶ
さ
る
一
葉
哉
（
〃
十
一
年
．
〃
）

さ
を
し
か
の
尻
に
べ
っ
た
り
紅
葉
哉
（
〃
十
二
年
、
〃
）

猫
の
子
の
ち
よ
い
と
押
へ
る
お
ち
葉
哉
（
〃
〃
、
〃
）

、

牛
モ
ウ
ノ
、
と
霧
か
ら
出
た
り
け
り
（
〃
十
三
年
、
〃
）

つ
い
／
１
と
か
ら
身
で
さ
ハ
ぐ
蜻
蛉
哉
（
〃
〃
、
〃
）

湖
を
ち
ょ
っ
と
遊
し
い
な
ご
哉
（
〃
十
四
年
、
〃
）

行
灯
に
ち
よ
い
と
鳴
け
り
蚕
（
〃
十
五
年
、
〃
）

大
螢
ゆ
ら
り
Ｉ
Ｉ
と
通
り
け
り

（
文
政
二
年
、
お
ら
が
春
、
「
よ
ろ
り
／
、
と
」
）

「
ふ
わ
り
」
「
ふ
は
と
」
「
ち
ょ
っ
と
」
等
は
一
茶
の
最
も
好
ん
だ
用
語
と

云
え
る
。
他
に
も
用
例
が
多
い
。
こ
う
し
た
刹
那
の
直
写
は
、
一
茶
の
観
察
眼

の
鋭
さ
と
も
云
え
る
が
、
芭
蕉
や
蕪
村
の
場
合
の
よ
う
な
、
所
謂
「
ぬ
き
さ
し

な
ら
ぬ
用
語
」
で
は
な
く
て
、
実
感
描
写
の
素
直
さ
と
い
う
か
、
実
感
語
の
的

確
さ
と
で
も
云
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
一
茶
の
句
が
単
な
る
趣
味
的
感
興
な

四
二

↑
！
、

草
蔭
に
つ
ん
と
し
て
ゐ
る
蛙
か
な
（
〃
〃
、
句
稿
消
息
）

、
、

叱
て
も
シ
ャ
ァ
ー
１
と
し
て
蛙
か
な
（
〃
〃
、
お
ら
が
春
）

き
よ
る
Ｊ
１
キ
ョ
ロ
／
、
何
を
ミ
そ
さ
ざ
い
（
〃
十
四
年
、
〃
）

一
つ
蚊
の
だ
ま
っ
て
し
く
り
ノ
ー
か
な
（
文
政
二
年
、
お
ら
が
春
）

８
、
動
物
活
写



ど
で
は
な
し
に
、
ど
こ
ま
で
も
生
活
的
実
感
か
ら
来
て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら

、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、

の
句
が
充
分
証
明
し
て
く
れ
る
。
よ
そ
ゆ
き
で
な
し
に
あ
り
の
ま
ゞ
の
平
明
さ

が
そ
の
骨
頂
と
も
云
え
よ
う
。

４
、
秀
れ
た
叙
景
句

ｌ
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
１
１
１
‐
１
‐
１
－
‐
Ｉ
‐
、
、
、

雪
と
け
て
く
り
Ｊ
１
し
た
る
月
夜
哉
（
文
化
七
年
、
七
番
日
記
）

山
霧
の
さ
っ
さ
と
抜
け
る
座
敷
哉
（
〃
十
年
、
〃
）

大
寺
や
主
な
し
火
鉢
く
わ
ん
Ｊ
１
と

（
〃
十
三
年
、
〃
）

ざ
ぶ
／
～
と
白
壁
洗
ふ
わ
か
葉
哉
（
〃
十
五
年
、
〃
）

、
、

か
す
む
日
や
し
ん
か
ん
と
し
て
大
蛎
敷（

文
政
二
年
、
お
ら
が
春
、
八
番
日
記
）

白
山
の
雪
き
ら
／
～
と
暑
か
な
（
文
政
二
年
、
八
番
日
記
）

稲
妻
に
へ
な
ノ
、
橋
を
通
り
け
り
（
〃
、
〃
）

昼
顔
や
ぼ
っ
ぼ
と
燃
ろ
石
こ
ろ
へ
（
〃
、
〃
）

４
、
一
句
に
二
種
の
写
声
語
を
用
い
た
も
の

！
‐
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
‐
、
、
‐
‐
‐
‐
’
’
’
’
１
１
１
１
１
１
１

里
し
ん
と
し
て
つ
ん
つ
と
凧
上
り
け
り
（
文
化
八
年
、
七
番
日
記
）

ｌ
、
Ｉ

そ
と
す
れ
ば
ぐ
わ
ら
り
と
炭
の
く
だ
け
け
り
（
〃
十
年
、
〃
）

む
く
ノ
ー
と
だ
ま
っ
て
ぱ
た
り
ば
つ
た
哉
（
〃
十
二
年
、
〃
）

笛
ピ
ィ
ノ
、
杖
も
か
ち
／
１
冬
の
月
（
〃
十
三
年
、
〃
）

が
ら
ノ
ー
や
ピ
イ
ｊ
、
う
り
や
梅
の
花
（
〃
十
四
年
、
〃
）

石
川
は
く
は
ら
り
稲
妻
さ
ら
り
哉
（
文
政
二
年
、
お
ら
が
春
）

む
ら
千
鳥
そ
っ
と
申
せ
ば
ぱ
っ
と
立

（
文
政
二
年
、
八
番
日
記
「
そ
っ
と
申
せ
ば
く
つ
と
立
千
烏
哉
」
）

以
上
は
、
用
語
の
多
様
性
と
い
う
点
か
ら
み
て
も
全
く
前
代
の
比
で
は
な

い
。
川
島
つ
ゆ
氏
は
、
こ
の
期
の
一
茶
を
評
し
て
、

．
茶
は
苦
渋
に
満
ち
た
生
活
派
俳
人
か
ら
転
じ
て
、
軽
妙
な
句
作
り
人
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。
」

（
前
掲
「
蕪
村
・
一
茶
」
三
八
八
頁
）

と
云
わ
れ
て
い
る
が
、
正
に
一
茶
は
自
ら
の
天
性
を
こ
れ
ら
の
写
声
語
を
通

じ
て
は
じ
め
て
発
見
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
は
な
い
か
と
さ
え
思
わ
れ
る
の

で
あ
る
。

ひ
よ
る
ノ
ー
と
こ
け
て
露
け
し
女
郎
花
（
芭
蕉
）

の
句
が
「
随
斎
筆
記
」
に
も
わ
ざ
わ
ざ
銘
記
さ
れ
て
い
る
が
、
一
茶
は
そ
れ

を
敢
え
て
、

女
郎
花
あ
っ
け
ら
こ
ん
と
立
け
り

（
文
化
十
三
年
、
七
番
日
記
、
発
句
集
「
あ
っ
け
ら
か
ん
」
）

と
表
現
し
た
。
こ
れ
は
い
か
に
も
飾
り
気
の
な
い
極
め
て
無
造
作
な
把
握
で

あ
っ
て
、
一
茶
の
面
目
が
躍
如
と
し
て
い
る
。
彼
は
芭
蕉
を
崇
仰
し
、
常
に
絶

対
視
し
た
口
吻
を
漏
ら
し
て
は
い
る
が
、
そ
の
作
句
に
お
け
る
傾
向
は
全
く
相

反
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
、
、

金
屏
の
か
く
や
く
と
し
て
ぼ
た
ん
か
な
（
蕪
村
）

そ
の
絢
燗
豪
華
を
誇
る
素
材
、
金
鮮
と
牡
丹
と
の
色
彩
美
、
し
か
も
そ
れ
を

「
か
く
や
く
と
し
て
」
光
り
輝
く
鮮
烈
な
印
象
と
し
て
把
握
す
る
写
生
の
妙
技

は
、
正
に
蕪
村
な
ら
で
は
の
感
が
あ
る
・
か
ゞ
る
絶
妙
の
均
整
美
は
伝
統
的
な
風

雅
観
の
到
達
す
べ
き
一
つ
の
極
点
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
今
そ
の
焦
点
を
写

エ
キ
、

声
語
に
し
ぼ
る
と
き
、
「
か
く
や
く
」
は
「
赫
斐
」
の
誤
読
に
よ
る
漢
語
の
擬
態
語

化
。
そ
れ
は
右
の
よ
う
に
仮
名
書
き
で
あ
っ
て
も
決
し
て
俗
語
の
セ
ン
ス
で
は

四
三



三

な
い
。
そ
の
云
わ
ぱ
高
踏
的
な
き
ら
い
の
あ
る
用
語
に
較
べ
る
と
、
一
茶
の

「
が
さ
ノ
ー
」
や
「
あ
っ
け
ら
こ
ん
」
に
は
、
彼
の
個
性
な
り
生
活
な
り
が
強

く
反
映
し
て
い
る
。
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
体
臭
や
そ
の
庶
民
的
な
感
慨

じ
か

を
直
に
感
じ
さ
せ
る
も
の
を
も
っ
て
い
る
。
し
か
も
そ
の
用
話
こ
そ
、
彼
が
あ

く
ま
で
民
衆
の
生
活
に
根
ざ
し
た
表
現
者
の
態
度
を
忘
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ

り
、
取
り
澄
ま
し
た
有
閑
者
流
の
風
雅
ぶ
り
に
敢
然
と
し
て
反
逆
を
企
て
た
も

の
に
外
な
ら
な
か
っ
た
。

以
上
、
要
す
る
に
こ
の
期
は
「
七
番
日
記
」
か
ら
「
お
ら
が
春
」
に
到
達
す

る
ま
で
の
、
云
わ
ぱ
一
茶
の
生
涯
に
お
け
る
最
も
結
実
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。

そ
の
前
半
は
中
央
俳
壇
に
お
け
る
特
異
な
存
在
と
し
て
、
ま
た
後
半
は
江
戸
帰

り
の
宗
匠
と
し
て
。
ま
さ
に
郷
党
の
与
望
を
一
身
に
あ
つ
め
て
い
た
の
で
あ
る
、

待
望
の
帰
郷
、
結
婚
、
更
に
地
方
俳
壇
の
第
一
人
者
と
し
て
、
一
茶
の
五
十
代

は
全
く
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
エ
ッ
ジ
と
い
う
に
ふ
さ
わ
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
一
茶
の
庶
民
的
な
感
覚
ｌ
と
い
う
よ
り
も
農
民
的
な
感
覚
が
、
単

な
る
趣
味
的
な
感
興
と
し
て
で
は
な
し
に
、
生
活
的
な
感
動
と
し
て
、
思
う
存

分
表
現
さ
れ
た
。
そ
の
自
我
の
暹
ま
し
さ
、
図
太
さ
、
生
々
し
い
野
性
味
は
、

荒
け
ず
り
の
タ
ッ
チ
で
手
当
り
次
第
に
作
句
さ
れ
た
。
そ
れ
は
一
面
彼
の
生
活

の
排
泄
物
に
も
似
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
↑
」
と
を
も
う
少
し
考
え
て
み
る

と
、
そ
れ
ま
で
彼
が
江
戸
に
お
い
て
自
制
し
抑
制
し
続
け
て
来
た
彼
本
来
の

農
民
感
情
が
、
こ
の
時
一
度
に
ど
っ
と
堰
を
切
っ
て
溢
れ
出
し
、
大
き
な
奔
流

と
な
っ
て
流
れ
て
い
る
観
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
彼
の
作
品
が
伝
統
的

な
風
雅
観
の
中
に
あ
っ
た
貴
族
趣
味
と
明
確
な
一
線
を
劃
し
、
且
つ
又
一
方
で

は
民
衆
の
手
垢
で
汚
れ
て
い
た
俗
語
に
な
ま
な
ま
し
い
生
命
を
賦
与
す
る
結
果

と
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。

木
、
文
政
時
代

文
化
十
一
年
五
十
二
才
の
一
茶
は
、
自
分
よ
り
二
十
四
才
も
年
下
の
女
き
く

と
最
初
の
結
婚
を
し
た
。
既
に
そ
の
前
年
、
宿
願
の
遺
産
分
配
問
題
も
解
決
し

て
い
る
し
、
誉
て
彼
が
「
寄
る
も
さ
は
る
も
茨
の
花
」
と
詠
み
、
「
古
郷
人
の

ぶ
あ
し
ら
ひ
」
と
嘆
い
た
郷
党
の
空
気
は
今
や
一
変
し
て
い
る
。
と
い
う
の

は
彼
は
当
時
既
に
北
信
一
帯
を
有
力
な
地
盤
と
し
て
、
代
官
、
庄
屋
は
も
と

よ
り
地
主
、
酒
造
家
、
油
問
屋
、
旅
館
主
と
い
っ
た
門
人
兼
パ
ト
ロ
ン
を
擁
し

て
、
押
し
も
押
さ
れ
も
せ
ぬ
江
戸
帰
り
の
宗
匠
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
そ
れ
ま

で
彼
を
憎
悪
し
、
敵
視
し
、
排
斥
し
て
い
た
人
達
も
、
い
つ
か
次
第
に
彼
を
見

直
し
は
じ
め
、
や
が
て
は
逆
に
彼
を
畏
敬
の
眼
を
も
っ
て
見
る
よ
う
に
な
り
つ

畠
あ
っ
た
。
ま
た
、
一
茶
が
文
政
三
年
以
降
幾
つ
か
の
頼
母
子
講
に
も
掛
金
を
払

っ
て
い
た
ら
し
い
自
筆
の
手
控
え
も
発
見
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
頃
彼
の
生
活
は

か
な
り
余
裕
を
生
じ
て
い
た
こ
と
が
解
る
。
し
か
し
、
こ
の
頃
か
ら
一
茶
の
生

活
は
次
第
に
だ
れ
て
来
て
い
る
。
凡
そ
文
政
二
年
を
頂
点
と
し
て
、
彼
の
作
品

は
そ
れ
ま
で
の
よ
う
な
特
異
さ
や
暹
ま
し
さ
が
殆
ど
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
来
て

い
る
の
で
あ
る
。

↑
」
の
こ
と
は
写
声
語
を
通
じ
て
み
て
も
、
お
の
ず
か
ら
明
白
で
あ
る
。
先
ず

そ
の
使
用
度
に
つ
い
て
み
る
と
、
同
じ
「
八
番
日
記
」
の
中
で
、
文
政
二
年
と

同
三
年
と
を
比
較
し
て
み
て
も
、
前
者
の
総
句
数
九
一
四
句
中
写
声
語
を
用
い

た
も
の
は
八
六
句
、
九
％
強
に
対
し
て
、
後
者
で
は
八
一
八
句
中
四
三
句
、
五

％
強
で
、
ほ
ざ
半
減
し
て
い
る
。
し
か
も
こ
の
激
減
は
決
し
て
一
時
的
な
も
の

で
な
く
、
文
政
三
年
以
降
同
七
年
ま
で
の
％
は
、
五
・
七
・
五
・
六
・
七
％
と

い
ず
れ
も
七
％
を
上
ま
わ
っ
て
い
な
い
。
た
だ
八
・
九
年
に
至
っ
て
再
び
一
○

四
四



％
台
に
回
復
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
八
・
九
年
の
上
昇
は
、
云
わ
ぱ
棹
尾

の
一
振
と
も
み
ら
れ
る
が
、
後
述
す
る
通
り
内
容
的
に
は
全
く
写
声
語
マ
ン
ネ

リ
ズ
ム
に
陥
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

以
下
↑
」
の
時
代
の
一
茶
の
写
声
語
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
但
し
細
部
匹
口
一
っ

て
網
羅
す
る
こ
と
を
避
け
て
、
そ
の
特
徴
的
な
も
の
だ
け
を
あ
げ
る
。

１
、
ふ
く
ノ
ー
と
乗
ら
ば
ぼ
た
ん
の
臺
哉
（
文
政
三
年
、
八
番
日
記
）

２
，
門
先
に
ち
よ
い
と
う
づ
ま
く
木
の
葉
哉
（
〃
〃
、
〃
）

、

３
、
と
ち
ｊ
、
Ｉ
と
角
兵
衛
師
子
も
ば
た
ん
哉
（
〃
四
年
、
〃
）

４
、
馬
の
背
の
螢
ぱ
っ
ぱ
と
掃
れ
け
り
（
〃
〃
、
〃
）

５
、
つ
り
鐘
の
中
よ
り
わ
ん
と
出
る
蚊
哉
（
〃
六
年
、
九
審
日
記
）

６
、
雪
ち
ら
り
／
、
見
事
な
月
夜
哉
（
〃
〃
、
〃
）

７
、
脊
過
や
柱
み
り
ノ
ー
寒
が
入
る
（
〃
〃
、
〃
）

８
、
埋
火
や
白
湯
も
ち
ん
ノ
ー
夜
の
雨
（
〃
七
年
、
〃
）

９
、
本
馬
の
し
や
ん
ノ
ー
渡
る
氷
哉
（
〃
〃
、
〃
）

皿
、
寝
た
下
を
凧
づ
う
ん
ノ
ー
～
哉
（
〃
〃
、
〃
）

、
、

、
、
じ
っ
と
し
て
馬
に
か
ｇ
る
る
蛙
哉
（
文
政
八
年
句
帖
）

「
お
ら
が
春
」
が
名
実
と
も
に
一
茶
の
円
熟
し
た
境
地
を
示
し
て
い
た
の
に

対
し
て
、
こ
の
期
に
お
け
る
所
謂
コ
茶
調
」
の
佳
句
は
目
だ
っ
て
減
少
し
て

い
る
。
但
し
、
蚊
、
蝿
、
蚤
、
風
、
や
せ
蛙
、
雀
の
子
等
々
を
詠
ん
だ
写
生
句

や
家
庭
的
悲
哀
を
素
材
と
す
る
人
生
詩
で
人
口
に
噌
笑
す
る
佳
句
を
残
し
て
い

る
一
」
と
を
み
れ
ば
、
こ
の
期
は
所
謂
コ
茶
調
」
の
燗
熟
期
で
も
あ
っ
た
。
と

こ
ろ
で
、
写
声
語
を
用
い
た
句
と
な
る
と
、
僅
か
に
右
の
５
、
、
、
あ
た
り
に

そ
の
片
鱗
が
見
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。
１
，
は
主
観
的
把
握
。
「
て
も
さ
て
も

福
相
の
ぼ
た
ん
哉
」
（
文
政
七
年
）
３
、
「
と
ち
／
１
」
は
鼓
の
音
。
４
，
５
，
は

、

川
柳
調
。
「
御
か
ご
か
ら
わ
ん
と
い
わ
れ
る
つ
ば
な
う
り
」
（
柳
多
留
、
二
十

、
、
、

四
篇
、
寛
政
三
年
刊
）
６
、
前
代
の
「
雪
と
け
て
く
り
ノ
ー
し
た
る
月
夜
哉
」

に
及
ば
な
い
。
「
見
事
な
」
は
安
易
。
７
，
以
下
ｍ
ま
で
い
ず
れ
も
表
現
の
マ

ン
ネ
リ
ズ
ム
が
目
立
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
既
に
「
お
ら
が
春
」
に
も
一
部
見

ら
れ
た
よ
う
な
「
蚊
が
ち
ら
り
ほ
ら
り
是
か
ら
老
が
世
ぞ
」
と
い
っ
た
よ
う
な

、
、
、
℃
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

半
ば
諦
観
的
な
老
い
の
繰
り
言
や
も
の
ぐ
さ
的
な
熊
度
が
目
立
っ
て
来
て
い

ヲ
（
》
○

日
が
長
い
ｊ
、
．
と
の
ら
り
く
ら
り
哉
（
文
政
三
年
、
八
番
日
記
）

う
ん
ノ
ー
と
坂
を
上
り
て
扇
か
な
（
〃
四
年
、
〃
）

は
っ
雪
や
つ
畠
ふ
り
と
湯
に
入
て
か
ら

（
〃
五
年
、
〃
）

さ
て
↑
」
の
期
の
写
声
語
に
見
ら
れ
る
特
色
は
、
前
代
と
較
べ
て
い
さ
蚤
か
異

な
る
傾
向
が
現
わ
れ
て
い
る
。
先
す
第
一
に
畳
語
の
マ
ン
ネ
リ
ズ
ム
と
そ
の
繰

り
返
し
が
目
立
っ
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
音
節
交
替
型
の
も
の
が
割
合
多
い
こ

と
、
第
三
に
は
定
型
と
違
っ
た
云
わ
ぱ
変
型
畳
語
が
多
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ

ブ
（
》
Ｏ

先
手
第
一
の
点
で
は
、

ひ
つ
そ
ひ
そ
ひ
そ
ひ
そ
す
が
れ
螢
哉
（
文
政
六
年
、
九
番
日
記
）

風
ひ
や
り
，
１
１
か
ら
だ
の
ノ
リ
哉
（
〃
七
年
、
〃
）

庭
先
の
木
兎
ま
じ
り
ノ
ー
か
な
（
〃
〃
、
〃
）

猪
牙
舟
も
つ
い
ノ
ー
，
１
１
ぞ
時
鳥
（
文
政
八
年
、
句
帳
）

蚤
ひ
よ
い
ノ
ー
ノ
ー
達
者
じ
ま
ん
哉
（
〃
〃
、
〃
）

な
ど
枚
挙
に
暹
が
な
い
。

第
二
の
音
節
交
替
型
に
つ
い
て
み
る
と
、

日
が
長
い
ノ
ー
Ｉ
と
の
ら
り
く
ら
り
哉
（
文
政
三
年
、
八
番
日
記
）

四
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－三

に
こ
は
↑
」
と
御
若
い
顔
や
夫
婦
星
（
〃
四
年
、
八
番
日
記
）

出
代
り
の
よ
り
屑
ち
ら
り
ほ
ら
り
哉
（
〃
六
年
、
九
番
日
記
）

大
菊
の
天
窓
ぶ
ら
り
し
や
ら
り
哉
（
〃
〃
、
〃
）

門
雀
巣
の
披
露
か
よ
ち
や
く
や
と

（
〃
七
年
、
〃
）

う
き
雲
や
峰
と
も
な
ら
で
ふ
ら
し
や
ら
と
（
〃
〃
、
〃
）

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
句
に
つ
い
て
は
栗
山
理
一
氏
の
、
次
の
よ

う
な
評
が
そ
の
ま
出
あ
て
は
ま
る
で
あ
ろ
う
。

．
茶
の
句
に
お
い
て
は
、
擬
声
語
・
擬
態
語
そ
の
も
の
に
句
の
中
心
的
興

、
、

味
が
す
え
ら
れ
る
傾
き
が
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
そ
の
な
ま
な
口
調
性
ｌ
声
音

の
も
つ
効
果
Ｉ
に
一
句
の
発
想
の
契
機
が
か
け
ら
れ
て
い
る
。
自
在
と
い
え
ば

自
在
な
用
法
で
は
あ
る
が
、
そ
の
表
象
は
底
が
浅
く
、
軍
純
で
、
余
情
も
乏
し

い
。
」
（
「
蕪
村
一
茶
」
二
六
一
頁
）

第
三
に
前
代
ま
で
余
り
見
ら
れ
な
か
っ
た
畳
語
の
変
型
に
つ
い
て
み
る
と
、

１
１
‐
‐
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｈ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ

朝
顔
の
花
や
さ
ら
さ
ら
さ
あ
ら
さ
ら

（
文
政
四
年
、
八
番
日
記
）

ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
、

、
と
を
ん
と
ん
と
ん
と
し
く
ぢ
り
花
火
哉
（
〃
〃
、
〃
）

、

ひ
つ
そ
ひ
そ
ひ
そ
ひ
そ
す
が
れ
螢
哉
（
〃
六
年
、
九
番
日
記
）

、

壁
も
り
や
ど
っ
さ
り
ど
さ
り
露
時
雨
（
文
政
八
年
、
句
帳
）

、に
っ
こ
に
こ
上
き
げ
ん
也
二
つ
星
（
〃
〃
、
〃
）

、

梧
一
葉
後
ハ
く
わ
ら
ｊ
、
１
ク
ハ
ァ
ラ
ｊ
く
‐
（
〃
〃
、
〃
）

、
ち
い
び
ノ
ー
天
の
雪
迄
き
■
ん
哉
（
〃
〃
、
〃
）

な
ど
内
容
的
に
は
低
調
だ
が
、
そ
の
例
は
頗
る
多
い
。
右
の
傍
点
を
付
し
た

と
こ
ろ
が
変
形
部
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
種
の
傾
向
は
ど
こ
か
ら
来
て
い
る

の
か
と
い
う
と
、
ど
う
や
ら
「
柳
多
留
」
あ
た
り
か
ら
来
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。

、
．
、

し
か
ら
れ
た
し
ん
め
う
つ
う
い
つ
い
と
こ
き
（
六
篇
、
明
和
八
年
刊
）

、

、

御
来
迎
間
も
な
く
ひ
い
ん
ひ
ん
と
い
ふ
（
八
篇
、
安
永
二
年
刊
）

、

御
て
う
あ
い
外
ヘ
ハ
つ
う
ん
つ
ん
と
す
る
（
十
一
篇
、
〃
五
年
刊
）

、

や
き
も
の
を
ふ
と
こ
ろ
に
し
て
よ
ふ
ろ
よ
る
（
十
三
篇
、
〃
七
年
刊
）

、

と
ん
だ
い
■
間
だ
の
に
娘
う
ゞ
ぢ
う
ぢ
（
十
四
箒
、
〃
八
年
刊
）

、
ふ
う
わ
り
と
寝
る
と
し
よ
さ
事
お
ち
が
く
る
（
〃
、
〃
）

、

ま
じ
い
り
ま
じ
り
と
い
ま
ひ
ま
し
い
初
会
（
十
七
篇
、
天
明
二
年
刊
）

、

お
し
い
木
を
や
ね
屋
は
ず
っ
か
ノ
ー
～
ま
り
（
〃
、
〃
）

、

に
い
こ
ノ
、
ご
ぜ
御
物
見
の
下
を
行
き
（
二
十
三
篇
、
寛
政
元
年
）

、

そ
れ
い
わ
ぬ
事
か
抱
て
農
だ
あ
ら
だ
ら
（
二
十
四
篇
、
〃
三
年
刊
）

右
は
母
音
延
長
や
促
音
な
ど
に
よ
る
変
形
で
あ
り
、

Ｉ
Ｌ
Ｉ
、

、

と
畳
ん
と
ん
と
ん
と
逢
坂
関
が
原
う
ち
を
さ
め
た
る
よ
ろ
づ
代
の
こ
ゑ
（
天

明
二
年
刊
、
万
載
狂
歌
集
）

の
場
合
と
は
い
さ
ゞ
か
違
う
。
し
か
し
、
一
茶
が
文
化
時
代
後
期
に
お
い
て

既
に
川
柳
と
同
趣
向
の
句
を
詠
ん
で
い
る
こ
と
は
、
次
の
比
較
に
よ
っ
て
明
ら

か
で
あ
る
。

Ｉ

｛
化
粧
の
間
ふ
じ
に
明
ル
と
も
蚤
ん
ぐ
わ
あ

（
柳
多
留
、
二
十
三
篇
、
寛
政
元
年
刊
）

一
”
柳
か
ら
も
陰
ん
ぐ
わ
と
て
出
る
孑
哉

Ｉ
（
文
化
十
年
、
七
番
日
記
、
お
ら
が
春
「
も
ゞ
ん
ぐ
あ
畳
あ
」
）

一
野
雪
隠
地
藏
し
ば
ら
く
刀
番
（
柳
多
留
、
三
篇
、
明
和
五
年
刊
）

一
川
狩
や
地
藏
の
膝
の
小
脇
差

（
文
化
十
年
、
七
番
日
記
、
句
稿
消
息
）

四
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I

一
引
ん
ぬ
い
た
大
根
で
道
を
教
へ
ら
れ

（
柳
多
留
、
初
篇
、
明
和
二
年
刊
）

一
大
根
引
大
根
で
道
を
教
へ
け
り

（
文
化
十
一
年
、
七
番
日
記
）

Ｉ

（
や
ぅ
ら
ぅ
の
滝
迄
下
タ
ニ
ー
ー
な
り
（
柳
多
留
十
四
篇
、
安
永
八
年
刊
）

一
花
陰
も
笠
脱
げ
下
に
／
１
哉
（
文
政
五
年
、
九
番
日
記
）

Ｉ
．

尤
も
、
俳
句
に
お
け
る
変
型
畳
語
は
既
に
元
禄
に
惟
然
が
先
鞭
を
つ
け
て
い

デ
（
》
Ｏ

ｊ
‐

水
さ
っ
と
烏
は
ふ
わ
／
Ｉ
ふ
う
わ
ノ
ー
（
惟
然
坊
句
集
）

、

水
鳥
や
む
か
ふ
の
岸
へ
つ
う
い
ノ
ー
（
〃
）

一
茶
も
「
惟
然
坊
に
擬
す
」
と
し
て
「
む
ま
さ
う
な
雪
」
の
句
を
作
っ
て
い

る
こ
と
で
も
あ
る
か
ら
、
一
が
い
に
川
柳
の
影
響
と
も
云
え
な
い
。

以
上
要
す
る
に
、
文
政
期
の
一
茶
は
そ
の
持
ち
前
の
現
実
主
義
も
に
ぶ
り
、

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
自
然
や
小
動
物
等
を
対
象
と
す
る
即
興
句
に
や
蚤
見
る
べ

き
も
の
を
残
し
て
い
る
。
し
か
し
、
写
声
語
の
表
現
に
関
し
て
み
る
と
き
は
、

そ
の
殆
ど
が
前
代
か
ら
少
し
も
発
展
し
て
い
な
い
。
云
わ
ぱ
形
骸
化
し
た
語
の

、
、

使
用
に
甘
ん
じ
て
い
る
か
、
さ
も
な
け
れ
ば
「
そ
の
な
ま
な
口
調
性
」
を
弄
ん

で
い
る
。
そ
↑
」
に
は
前
代
ま
で
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
野
性
的
な
感
覚
や
、
意
欲

的
な
独
自
の
境
地
も
殆
ど
見
当
ら
ず
。
た
ぎ
徒
ら
に
無
造
作
な
濫
作
に
陥
っ
て

い
る
感
が
あ
る
。

四
、
む
す
び

嘗
て
一
茶
の
個
性
は
、
「
不
遇
の
野
人
」
と
し
て
、
「
磨
い
て
も
磨
き
切
れ

ぬ
僕
」
と
し
て
、
そ
の
特
異
さ
を
も
て
は
や
さ
れ
て
い
た
〕
し
か
し
、
今
日
で

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
勺

は
そ
の
農
民
性
ｌ
特
に
封
建
社
会
に
お
け
る
被
圧
迫
階
級
と
し
て
の
農
民
、
云

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
℃
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

わ
ぱ
「
時
代
の
継
っ
児
」
と
し
て
の
農
民
階
級
の
複
雑
な
性
格
ｌ
に
そ
の
焦
点

が
し
げ
ら
れ
て
来
て
い
る
。
従
っ
て
、
そ
れ
は
軍
に
一
茶
の
個
性
と
い
う
よ
り

も
、
近
世
末
期
の
混
迷
し
た
封
建
社
会
の
下
で
生
き
て
来
た
一
茶
の
中
に
、
当

時
の
農
民
の
階
級
的
な
複
雑
さ
が
そ
の
ま
畠
反
映
し
て
い
る
も
の
と
み
る
ぺ
き

で
あ
ろ
う
。

さ
て
そ
う
し
た
意
味
に
お
け
る
一
茶
の
個
性
的
な
も
の
が
、
作
品
の
上
で
果

し
て
ど
の
よ
う
な
形
を
と
っ
て
い
る
か
、
そ
の
俳
句
表
現
に
如
何
な
る
特
色
を

発
揮
し
得
た
か
、
そ
れ
が
写
声
語
を
通
じ
て
ど
の
よ
う
に
現
わ
れ
て
い
る
か
、

世
に
調
う
．
茶
調
」
と
写
声
語
と
の
関
係
如
何
。
そ
う
し
た
こ
と
が
小
論
の

目
標
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
一
茶
研
究
の
泰
斗
伊
藤
正
雄
氏
は
、
そ
の
点
に
つ
い
て
「
彼
が
擬

声
語
・
擬
態
語
や
畳
語
畳
句
を
好
ん
で
使
用
し
た
こ
と
は
、
確
か
に
そ
の
作
品

に
児
童
性
を
反
映
し
た
も
の
と
言
ふ
く
き
で
あ
る
」
と
さ
れ
た
。
擬
声
語
を
言

語
の
原
始
的
な
も
の
と
し
、
児
童
語
や
未
開
語
と
結
び
つ
け
て
考
え
る
と
き
、

一
茶
の
個
性
と
し
て
の
児
童
性
と
そ
れ
が
容
易
に
結
び
つ
く
。
し
か
し
、
こ
ゞ

に
改
め
て
一
茶
の
作
品
を
時
代
別
に
考
察
す
る
と
き
、
そ
の
作
風
が
時
代
と
と

も
に
成
長
発
展
し
、
彼
の
個
性
的
な
も
の
が
写
声
語
を
通
じ
て
大
き
く
消
長
変

遷
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
の
で
お
っ
て
、
こ
れ
を
軍
純
に
児
童
性
の
反
映
と
断

ず
る
こ
と
に
は
や
は
り
大
き
な
疑
問
を
感
ぜ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

四
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右
に
よ
っ
て
も
明
白
な
よ
う
に
、
一
茶
の
写
声
語
は
そ
の
俗
語
使
用
の
態
度

と
と
も
に
生
長
し
て
お
り
、
所
謂
コ
茶
調
」
の
消
長
と
ほ
ど
平
行
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

今
俳
譜
史
の
中
で
、
貴
族
的
中
世
的
伝
統
と
そ
れ
に
対
立
す
る
人
民
的
伝
統

と
を
対
置
し
て
み
る
と
き
、
俳
譜
の
誠
を
「
俗
語
を
正
す
」
こ
と
に
よ
っ
て
出

発
し
た
芭
蕉
は
明
ら
か
に
後
者
か
ら
出
発
し
て
い
る
。
し
か
し
、
本
来
武
家
出

身
の
芭
蕉
は
談
林
か
ら
出
発
し
た
と
は
い
畠
な
が
ら
遂
に
は
「
夏
艫
冬
扇
」

（
柴
門
の
辞
）
の
嘆
を
吐
き
「
衆
に
さ
か
ひ
て
」
孤
高
の
境
地
に
自
己
を
徹
し

た
。
叉
中
興
蕪
村
は
「
俗
語
を
用
ひ
て
俗
を
離
る
る
を
尚
ぶ
」
（
「
春
泥
句
集

序
」
）
こ
と
を
宣
明
し
な
が
ら
遂
に
は
唯
美
ロ
マ
ン
の
高
踏
的
境
地
に
紹
然
と

し
て
遊
ん
だ
。
と
こ
ろ
で
、
一
茶
の
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

狂
言
「
附
子
」
の
主
人
公
太
郎
冠
者
は
、
頼
う
だ
人
が
い
つ
わ
っ
て
い
た
ぶ

す
が
外
な
ら
ぬ
黒
砂
糖
だ
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
驚
喜
す
る
。
一
茶
も
最
初
写
声

享
和
時
代

‐
し

文
化
前
期

ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
０
Ｉ

時
代
別
一
一
茶
調

文
政
（
三
年
以
降
）

今
こ
ゞ
で
私
の
調
査
を
も
う
一
度
整
理
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

寛
政
時
代

文
化
後
期

結
実
期

１
１
煽
熟
期

I

’
萌
芽
期

ｌ
Ｉ
ｉ
ｌ

開
花
期

’ 一
茶
調
の
変
遷

揺
藍
期

写
声
語
の
消
長

停
滞
期

成
熟
期

成
長
期

習
作
期

雌
伏
期

安
易
・
濫
用
・
耽
漉

自
在
に
駆
使

積
極
的
使
用

消
極
的
使
用

抑
制
的
（
雅
語
尊
重
）

俗
語
使
用
の
態
度’I

四
八

語
が
自
己
の
個
性
を
生
か
す
も
の
で
あ
る
｛
」
と
を
知
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
一

、
、
、

旦
そ
の
事
を
悟
っ
た
時
、
彼
は
飽
き
る
こ
と
を
知
ら
ぬ
ほ
ど
そ
れ
に
し
や
ぶ

、
、
、
、

り
つ
い
て
い
る
。
既
に
見
て
来
た
よ
う
に
、
文
化
後
期
の
一
茶
が
そ
れ
ま
で
矯

め
に
矯
め
て
来
た
自
ら
の
本
性
を
、
こ
の
時
に
な
っ
て
存
分
に
ぶ
ち
ま
け
て
い

る
の
を
見
る
。
し
か
も
、
そ
れ
が
所
謂
コ
茶
調
」
の
完
成
と
も
な
っ
た
。
だ

と
す
れ
ば
、
そ
の
際
、
さ
な
が
ら
堰
を
切
っ
て
溢
れ
る
よ
う
に
慾
し
い
写
声
語

を
頻
用
し
て
い
る
事
実
《
」
そ
、
一
茶
が
自
己
の
本
性
と
写
声
語
と
が
密
着
し
て

い
る
こ
と
に
気
づ
き
、
自
ら
を
発
揮
す
る
強
力
な
手
段
と
し
て
、
叉
最
善
の
方

法
と
し
て
そ
れ
を
選
ん
だ
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
一
茶
は
写
声
語
に
よ
っ
て
は
じ

め
て
自
ら
の
本
性
を
発
見
し
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
は
、

一
茶
が
自
ら
進
む
べ
き
正
し
い
道
１
人
民
的
な
伝
統
ｌ
を
決
し
て
あ
や
ま
ら
な

か
っ
た
と
云
え
よ
う
。

近
世
末
期
の
俳
壇
が
稻
々
と
し
て
通
俗
化
の
潮
流
に
お
し
流
さ
れ
、
所
謂

「
遊
び
の
文
学
」
で
し
か
な
か
っ
た
時
、
一
茶
の
「
お
ら
が
文
学
」
と
雌
も
決

、
、
、
、
Ｌ

し
て
そ
の
一
面
を
否
定
し
切
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
「
お
ら
が
文
学
」

、
、
、
、
、
廷
、
、
、
、
、
、
、
℃
、
、
、
、
、
、

の
「
お
ら
が
性
」
と
も
云
う
べ
き
農
民
的
な
体
臭
は
、
俗
語
の
駆
使
な
く
し
て

決
し
て
発
揮
さ
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

俳
句
に
お
け
る
貴
族
的
中
世
的
な
伝
統
に
対
立
す
る
人
民
的
な
伝
統
Ｉ
も

し
そ
う
し
た
も
の
を
考
え
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
や
は
り
現
実
的
、
生
活
的
な

も
の
を
高
々
と
掲
げ
た
一
茶
を
そ
の
噴
矢
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
は
な
い

か
。
写
声
語
を
通
じ
て
み
る
そ
の
個
性
的
な
も
の
も
、
や
は
り
そ
う
し
た
も
の

が
強
く
反
映
し
て
い
る
庶
民
的
な
体
臭
と
も
い
う
ぺ
き
も
の
に
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
そ
し
て
ま
た
そ
の
辺
に
、
一
茶
が
軍
に
農
民
眉
を
代
表
す
る
ば
か
り
で

な
く
、
広
く
幼
童
を
も
含
め
た
大
衆
の
層
に
浸
透
し
歓
迎
さ
れ
る
所
以
で
あ
る



戸
『
ノ
◎

付
記

写
声
語
（
擬
声
語
・
擬
態
語
・
象
徴
語
の
総
称
）
と
い
う
名
称
は
必
ず

し
も
適
当
で
は
な
い
が
、
今
は
仮
り
に
そ
う
し
て
お
く
。

（
一
九
六
○
・
一
二
・
二
○
脱
稿
）

四
九


